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三
鷹
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
大
学

日
本
女
子
体
育
大
学
企
画
講
座

舞
踊
学
入
門
〜
舞
踊
芸
術
と
身
体

表
現
を
考
え
る
〜

バ
レ
エ
な
ど
の
舞
踊
芸
術
の
歴

史
的
展
開
を
中
心
に
、
身
体
表
現

に
つ
い
て
映
像
も
交
え
て
考
え
ま

す
。

◆
講
義
内
容

ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
バ

レ
エ
の
展
開
、
ダ
ン
ス
が
作
り
出

す
現
代
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
。

▽
５
月
25
日
〜
７
月
６
日
の
毎
週

木
曜
日
（
全
７
回
）
午
後
７
時
〜

８
時
30
分
、
三
鷹
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

大
学
で
。
受
講
料
各
回
１
千
円

（
在
勤
・
在
学
を
含
む
市
民
は
700

円
。
市
民
で
学
生
は
600
円
）。
１

回
の
み
の
受
講
も
可
。

▼
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
同
大
学
「
〒
181
―
０
０
１

３
下
連
雀
３
―
24
―
３
三
鷹
駅
前

協
同
ビ
ル
３
階
三
鷹
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
大
学
」
へ
直
接
ま
た
は
郵
送
で

申
し
込
む
。
募
集
要
項
は
市
政
窓

口
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、

図
書
館
、
社
会
教
育
会
館
、
市
民

協
働
セ
ン
タ
ー
で
配
布
す
る
ほ

か
、
同
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.m
itaka-univ.

org/

か
ら
入
手
で
き
ま
す
。
先

着
20
人
。

く
わ
し
く
は
同
大
学
@
40
―
０

３
１
３
（
月
曜
日
・
祝
日
は
休
館

日
）
へ
。

講
演
会
「
虹
色
」
の
社
会
を

め
ざ
し
て

国
際
基
督
教
大
学
ジ
ェ
ン
ダ
ー

研
究
セ
ン
タ
ー
・
21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ

プ
ロ
グ
ラ
ム
・C

―W
eek

・

Sum
posion

共
催
、
市
後
援
。

差
別
・
偏
見
な
ど
困
難
な
状
況
に HP

お
か
れ
て
い
る
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ

ィ
ー
ズ
の
人
々
を
通
し
て
、
多
様

性
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

▽
５
月
23
日
c
午
後
０
時
30
分
〜

２
時
30
分
、
国
際
基
督
教
大
学
旧

Ｄ
館
オ
ー
デ
ィ
ト
リ
ア
ム
で
。
講

師
は
大
阪
府
議
会
議
員
の
尾
辻
か

な
子
さ
ん
（
英
語
同
時
通
訳
あ
り
）。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

e

同
セ
ン
タ
ー
@
・
I
33
―

３
４
４
８

私
立
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生

徒
の
保
護
者
に
補
助
金
を
支
給

対
象
は
、
平
成
18
年
５
月
１
日

現
在
、
私
立
小
・
中
学
校
な
ど

（
小
・
中
学
校
に
相
当
す
る
外
国

人
学
校
を
含
む
）
に
在
籍
す
る
児

童
・
生
徒
の
保
護
者
で
、
市
の
住

民
基
本
台
帳
ま
た
は
外
国
人
登
録

原
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る
方
。

◆
補
助
金
額

１
人
に
つ
き
年
額

９
千
円
。

▼
６
月
16
日
f

ま
で
に
各
学
校

に
あ
る
所
定
の
書
類
に
記
入
し
、

学
務
課
（
教
育
セ
ン
タ
ー
１
階
、

郵
送
可
）
ま
た
は
各
市
政
窓
口
へ

申
請
す
る
。
書
類
が
な
い
場
合
は

学
務
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
振
込
指
定
口
座
の
名
義
が
申

請
者
と
異
な
る
場
合
は
、
委
任
状

が
必
要
で
す
。

e

学
務
課
@
内
線
３
２
３
２

花
季
さ
つ
き
展
を
開
催

市
・
市
教
育
委
員
会
・
芸
術
文

化
協
会
主
催
。
三
鷹
市
皐
月
会
主

管
。
市
民
文
化
祭
の
一
環
と
し
て

花
季
さ
つ
き
展
を
開
催
し
ま
す
。

毎
日
先
着
50
人
に
さ
つ
き
の
若
木

を
無
料
配
布
し
ま
す
。

▽
５
月
22
日
b
〜
25
日
e
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
22
日
は

午
前
10
時
か
ら
、
25
日
は
午
後
３

時
ま
で
）、
市
役
所
１
階
市
民
ホ

ー
ル
で
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

e

三
鷹
市
皐
月
会
（
宍
戸
）

@
31
―
７
５
６
５

多
摩
・
島
し
ょ
子
ど
も
体
験

塾
　
ス
ポ
ー
ツ
対
談

星
野
仙
一
vs
生
島
ヒ
ロ
シ
大
い

に
語
る
！

「
燃
え
る
男
の
熱
き
メ
ッ
セ
ー
ジ

〜
感
動
・
夢
・
体
験
〜
」

東
京
の
39
市
町
村
は
、
次
世
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
さ
ま
ざ
ま

な
感
動
体
験
を
提
供
す
る
子
ど
も

体
験
塾
を
共
同
で
実
施
し
て
い
ま

す
。
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
シ
ニ
ア
・

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
星
野
仙
一
さ
ん

と
元
Ｔ
Ｂ
Ｓ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
生

島
ヒ
ロ
シ
さ
ん
が
夢
の
実
現
に
向

け
た
努
力
な
ど
、
若
者
た
ち
に
向

け
て
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
ま

す
。
対
象
は
東
京
都
39
市
町
村
、

在
住
・
在
学
の
中
学
生
・
高
校
生

（
保
護
者
等
同
伴
可
）。
未
就
学
児

の
方
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
。

▽
８
月
23
日
d

午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分
、
ア
ミ
ュ
ー
た
ち
か

わ
で
。

▼
６
月
30
日
f
（
消
印
有
効
）
ま

で
に
、
は
が
き
に
代
表
者
氏
名
・

郵
便
番
号
・
住
所
・
電
話
番
号
・

参
加
希
望
人
数
と
全
員
の
氏
名
・

学
校
名
・
学
年
（
年
齢
）
を
記
入

し
「
〒
183
―
０
０
０
１
府
中
浅

間
郵
便
局
留
　
子
ど
も
体
験
塾
・

ス
ポ
ー
ツ
対
談
係
」
へ
申
し
込
む

（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
結

果
は
全
員
に
通
知
し
ま
す
。
抽
選

結
果
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
に

は
、
一
切
応
じ
ら
れ
ま
せ
ん
）。

※
特
記
事
項
が
あ
る
場
合
は
、

「
車
椅
子
使
用
」
な
ど
ご
記
入
く

だ
さ
い
。

e

同
塾
事
務
局
@
042
―
385
―

３
４
４
８
（
平
日
午
前
10
時
〜
午

後
６
時
）
・

http://www.ta
ikenjuku.jp/

山
本
有
三
記
念
館

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

▽
５
月
23
日
c
〜
６
月
11
日
a

e

同
館
@
42
―
６
２
３
３
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
室
@
内
線
２

５
１
７

三
鷹
市
社
会
福
祉
事
業
団

職
員
募
集

◆
職
種

①
介
護
職
（
契
約
職
員

２
人
）、
②
サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任

者
（
契
約
職
員
１
人
）、
③
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
（
登
録
職
員
若
干

名
）。

◆
応
募
資
格
（
年
齢
は
い
ず
れ

も
平
成
18
年
４
月
１
日
現
在
）
①

50
歳
未
満
の
方
、
②
50
歳
未
満
で

介
護
福
祉
士
ま
た
は
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
１
級
資
格
者
、
③
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
２
級
以
上
の
方
。

◆
勤
務
場
所

①
老
人
保
健
施
設

は
な
か
い
ど
う
、
②
ヘ
ル
パ
ー
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
は
な
か
い
ど
う
、
③

市
内
の
高
齢
者
宅
な
ど
。

く
わ
し
く
は
同
事
業
団
（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
）
@
44
―
５
２
１

１
・

http://w
w
w
.m
ita

ka.or.jp

へ
。

HP

HP

芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
９
月

２
・
３
日
に
同
セ
ン
タ
ー
で
行
う

小
学
生
に
よ
る
演
劇
公
演
の
「
役

者
さ
ん
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

一
昨
年
も
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、

小
学
生
が
舞
台
に
立
ち
ま
し
た

が
、
こ
の
と
き
は
劇
団
の
公
演
の

一
部
に
出
演
す
る
と
い
う
も
の

で
、
60
歳
以
上
の
方
も
一
緒

で
し
た
。

今
回
は
小
学
生
に
対
象
を

絞
り
、
小
学
生
だ
け
の
出
演

す
る
舞
台
に
し
よ
う
と
い
う

ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
で
す
。
演

出
は
下
北
沢
な
ど
で
活
躍
す

る
劇
団
を
主
宰
す
る
久
米
伸

明
さ
ん
が
一
昨
年
の
公
演
に

引
き
続
い
て
担
当
。
前
回
も

抜
群
の
指
導
力
で
小
学
生
の

心
を
つ
か
み
ま
し
た
。

今
回
の
舞
台
は
、
脚
本
や
ス
ト

ー
リ
ー
は
全
く
の
白
紙
。
久
米
さ

ん
が
応
募
者
の
個
性
を
見
極
め
、

み
ん
な
で
話
し
合
い
な
が
ら
一
緒

に
作
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

「
小
学
生
の
舞
台
で
す
が
、
学

芸
会
の
よ
う
な
も
の
に
は
し
た
く

な
い
。
前
回
も
未
経
験
者
が
多
く

参
加
し
ま
し
た
が
、
一
人
も
脱
落

者
が
出
ず
に
、
千
秋
楽
に
は
み
ん

な
『
ま
た
舞
台
に
立
ち
た
い
』
と

い
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
舞
台
の
経

験
の
有
無
は
全
く
関
係
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
ん
な
経
験
は
な
か
な
か
で

き
な
い
の
で
、
夏
の
思
い
出
と
し

て
ぜ
ひ
応
募
し
て
ほ
し
い
」
と
同

セ
ン
タ
ー
で
は
話
し
て
い
ま
す
。

け
い
こ
は
６
月
10
日
g

の
説

明
会
を
皮
切
り
に
９
月
１
日
f

ま
で
約
20
回
。
ち
ょ
っ
と
で
も
興

味
の
あ
る
小
学
生
は
い
ま
す
ぐ
応

募
を
！

◆
応
募
方
法
　
５
月
31
日
d
ま
で

に
住
所
・
氏
名
・
性
別
・
小
学
校

名
・
学
年
・
連
絡
先
・
参
加
へ
の

意
気
込
み
・
芝
居
歴
・
自
分
以
外

の
も
の
に
な
れ
る
と
し
た
ら
何
に

な
り
た
い
か
を
記
入
し
、
顔
写
真

を
同
封
の
う
え
、「
〒
181
―
０
０

１
２
　
上
連
雀
６
―
12
―
14
三
鷹

市
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
小
学
生
演

劇
公
演
係
」
へ
申
し
込
む
。

け
い
こ
日
程
に
つ
い
て
は
同

セ
ン
タ
ー
@
47
―
５
１
２
２
へ
。

ボランティア募集
◆主な作業 図書館受付、蔵書点
検・整理、パソコン入力　
※経験、資格の有無、年齢は問
いません。
e同館（大沢3－10－31）

@32－7114

出光美術館常設展示「出光美術館名品展」同時開催中

三
鷹
短
歌
会
四
月
の
秀
歌

（
選
と
評
）
金
田
　
義
直

雨
降
り
て
愚
図
つ
く
幼
を
叱
り
お
き
買
物

に
行
き
し
か
の
日
を
お
も
ふ

小
林
　
澄
子

﹇
評
﹈
ふ
う
っ
と
思
い
出
し
た
昔
の
出

来
事
。
既
に
大
き
く
な
っ
て
い
る
子

ど
も
に
と
っ
て
は
嬉
し
く
は
な
い
こ

と
で
あ
っ
て
も
、
作
者
に
と
っ
て
は

懐
か
し
い
こ
と
な
の
だ
。

夕
焼
け
の
空
に
移
ろ
ふ
桜
花
み
と
れ
る
吾

に
花
び
ら
の
舞
ふ
　
　

花
輪
　
明
子

﹇
評
﹈
時
間
の
推
移
に
よ
っ
て
夕
焼
け

は
色
合
い
を
変
え
、
そ
れ
に
伴
っ
て
、

桜
花
も
ま
た
趣
を
微
妙
に
変
化
さ
せ

る
。
時
間
の
推
移
が
見
せ
る
美
し
さ

を
捉
え
て
い
る
。「
見
と
れ
る
」
に
実

感
が
籠
も
る
。

庭
園
の
す
が
れ
の
中
に
萌
え
出
し
淡
き
み

ど
り
の
春
蘭
の
花
　

松
村
美
恵
子

﹇
評
﹈
下
の
句
の
「
淡
き
み
ど
り
の
春

蘭
の
花
」
の
弾
む
よ
う
な
節
調
か
ら

も
、
待
ち
わ
び
た
春
の
到
来
を
喜
ぶ

気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
来
る
。

冬
眠
の
長
き
を
終
へ
て
出
で
し
蟇
黒
き
鳥

の
捕
ら
は
れ
と
な
る
　

小
野
五
代
子

﹇
評
﹈「
捕
ら
は
れ
と
な
る
」
と
凄
惨
さ

を
表
出
し
な
か
っ
た
だ
け
に
、
蟇
へ

の
同
情
と
黒
き
鳥
へ
の
憎
し
み
が
、

よ
り
強
く
伝
わ
っ
て
来
る
。「
黒
き
鳥

の
」
の
六
音
は
気
に
な
る
。

真
夜
を
覚
め
骨
の
痛
み
に
耐
へ
な
が
ら
八

手
打
つ
雨
た
だ
に
聞
き
を
り

横
尾
え
り
子

﹇
評
﹈
夜
は
人
を
不
安
に
す
る
。
ま
し

て
や
耐
え
難
い
痛
み
に
苦
し
む
雨
夜

で
あ
れ
ば
な
お
更
、
不
安
が
つ
の
り

夜
明
け
が
待
た
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

厳
寒
に
湯
の
出
る
厨
あ
り
が
た
し
朝
餉
の

仕
度
味
噌
の
香
の
中
　

棚
木
　
玲
子

﹇
評
﹈「
あ
り
が
た
し
」
は
本
音
で
あ
り
、

実
感
の
吐
露
。「
味
噌
の
香
の
中
」
は

い
さ
さ
か
卑
近
過
ぎ
る
が
、
今
を
幸

せ
だ
な
あ
と
思
う
気
持
ち
が
滲
み
出

て
い
る
。

草
木
深
き
ハ
ケ
よ
り
湧
け
る
真
清
水
の
古

い
に
し
へ

な
が
ら
澄
み
透
り
た
り

八
島
　
靖
夫

﹇
評
﹈
宅
地
の
開
発
に
よ
っ
て
、
残
存

す
る
ハ
ケ
の
湧
き
水
も
、
様
変
わ
り

は
大
き
い
よ
う
だ
。
そ
ん
な
中
、
涸

れ
る
こ
と
な
く
湧
き
続
け
る
真
清
水

に
、
安
堵
し
て
い
る
作
者
が
浮
か
ぶ
。

三
鷹
俳
句
会
４
月
の
秀
句

選
者
　
井
上
弘
・
飯
田
六
斗

尼
寺
を
ふ
っ
く
ら
包
む
夕
桜

清
水
ゆ
き
え

母
か
ろ
し
寝
返
り
さ
す
背
に
春
日
射
し

南
み
ち

光
り
合
う
落
花
の
中
の
逆
上
り

根
岸
操

故
郷
に
よ
ろ
ず
や
あ
り
て
種
袋

久
ヶ
谷
ゆ
き
子

鐘
の
音
は
山
を
は
な
れ
ず
花
の
雲

大
和
谷
慈
子

花
冷
や
城
中
く
ら
き
火
縄
銃

小
泉
秀
夫

そ
れ
ぞ
れ
の
旅
立
ち
見
送
る
花
三
分

伊
藤
紫
春

安
曇
野
は
何
処
も
水
音
春
の
風

岡
田
幸
子

戦
争
を
知
る
樹
平
和
へ
芽
吹
き
初
む

拝
司
園
子

靖
国
の
白
鳩
清す

が
し
花
万
朶

小
木
曽
貞
子

残
照
を
孕
む
風
あ
り
夕
桜
　

田
山
光
起

散
る
花
と
調
査
捕
鯨
の
肉
を
食
う

柳
和
男

梵
鐘
の
一
打
で
聞
く
山
桜

根
岸
敏
三

雁
行
く
や
多
摩
に
暇
の
声
落
し

槙
田
隆
司

花
万
朶
む
ら
さ
き
橋
は
さ
く
ら
色田

中
淑
子

飼
犬
に
腹
読
ま
れ
け
り
四
月
馬
鹿

浅
沼
仁
美
子

地
上
絵
に
桜
咲
か
せ
て
み
た
き
か
な

大
久
保
英
一

車
座
の
肩
に
舞
い
散
る
花
吹
雪板

橋
ク
ラ
子

金絲綴多彩ボッテ葉文錦　イラン　17世紀末

日本における中近東研究の拠点のひとつ
として、この4月から「三笠宮記念図書館」
がスタートしました。市民のみなさんをは
じめ地中海・中近東世界に広く興味をお持
ちの方のご利用をお待ちしています。
◆開館日 毎週金・土曜日
◆開館時間 午前10時～午後5時（入館は
4時30分まで）

「中近東の織物～コプト織と
ペルシア錦・絨毯～」展開催中
中近東文化センター主催（三鷹市・武蔵野市共催）
◆開催期間 7月2日Aまで
◆開館時間 午前10時～午後5時（入館は4時30分まで）
◆休館日 月・木曜日
◆入館料 一般800円、高・大生500円（団体15人以上は
200円割引）、65歳以上400円、中学生以下は無料

中近東文化センター附属「三笠宮記念図書館」が
スタート

〜
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
の
舞
台
に
立
と
う
〜

こ
の
夏
、
君
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
！

一昨年の舞台けいこの様子

久米伸明さん


